
略
　
歴

大
阪
府
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田

小
学
校
、
同
池
田
中
学
校
、
同
高
等
学
校
池
田
校
舎

を
経
て
、
京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
。

昭
和
六
一
年　

四
月　

司
法
修
習
生

昭
和
六
三
年　

四
月　

判
事
補
任
官　

以
後
、
東
京
地
裁
、
最
高
裁
人
事
局
、

外
務
省
条
約
局
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
連
政

策
課
国
際
平
和
協
力
室
、
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表

部
、
大
阪
地
裁
に
勤
務
し
、
判
事
任
官
後
、
最
高
裁

裁
判
所
調
査
官
、
最
高
裁
総
務
局
課
長
、
東
京
高
裁

判
事
、
東
京
地
裁
判
事
、
最
高
裁
秘
書
課
長
兼
広
報

課
長
を
務
め
る
。

平
成
二
四
年
一
二
月　

東
京
地
裁
判
事
（
部
総
括
）

平
成
二
五
年　

九
月　

最
高
裁
総
務
局
長

平
成
三
〇
年　

九
月　

水
戸
地
裁
所
長

令
和　

元
年　

九
月　

最
高
裁
事
務
総
長

令
和　

四
年　

六
月　

東
京
高
裁
長
官

令
和　

六
年　

九
月　

最
高
裁
判
所
判
事

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
関
与
し
た
主
要
な
裁
判

　

最
高
裁
判
事
就
任
後
日
が
浅
い
た
め
、特
に
記
す
べ
き
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
官
と
し
て
の
心
構
え

　

憲
法
と
法
律
に
よ
っ
て
最
高
裁
に
与
え
ら
れ
た
権
限
と
責
任
は
、
非
常
に

重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
終
審
と
し
て
の
最
高
裁
の
判
断
の
重
み
と
そ
の

判
断
が
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
に
思
い
を
致

し
、
司
法
、
裁
判
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
意
識
し
て
、
一
件
一
件
の
事
件
に

誠
実
に
向
き
合
い
、
多
角
的
・
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
え
て
議
論
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
方
裁
判
所
及
び
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
と
し
て
専
ら
民
事

裁
判
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
双
方
当
事
者
の
主
張
に
耳
を
傾
け
、
証
拠
関

係
を
丁
寧
に
検
討
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
、
核
心
と
な
る
争
点
が
ど
こ
に
あ

る
か
、
そ
の
事
案
で
最
も
望
ま
し
い
解
決
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
悩
み
、
考

え
抜
い
て
決
断
す
る
こ
と
に
裁
判
官
と
し
て
の
や
り
が
い
と
充
実
感
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。
最
高
裁
判
事
に
就
任
し
て
か
ら
、
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
、
関

与
し
た
主
要
な
裁
判
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
地
方
裁
判
所
及
び
高
等
裁
判
所
で
の
仕
事
で
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
を
最

高
裁
判
所
の
仕
事
の
中
で
も
貫
い
て
、
個
々
の
裁
判
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

近
時
は
、価
値
観
の
多
様
化
、情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
判
断
の
難
し
い
事
件
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
法
制
度
は
、
我
が
国
に
お
い
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
生
活
様
式
に

基
盤
を
有
す
る
も
の
で
す
。
法
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
の
状
況
や
国

民
の
意
識
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
に
お
け
る
意
見
の
分
布
や
諸
外
国

の
状
況
と
い
っ
た
、
水
平
面
で
の
検
討
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
の
流
れ
と
い

う
、
い
わ
ば
垂
直
方
向
か
ら
の
位
置
付
け
も
的
確
に
認
識
し
た
上
で
、
考
察
・

判
断
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
独
善
に
陥
る
こ
と
な
く
、
よ

り
良
い
判
断
を
し
て
い
く
た
め
、
一
層
の
自
己
陶
冶
に
努
め
、
誠
実
を
旨
と

し
て
、
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村
　
愼

最
高
裁
判
所
判
事

昭
和
三
六
年
九
月
一
二
日
生

な
か

む
ら

ま
こ
と




